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 2015 年 4 月 30 日、大阪大学中之島センターの佐治敬三メモリアルホールにて、第 1 回π

造形科学国際シンポジウムが開催されました。 

 

 福島孝徳領域代表からの開会挨拶の後、午前中のセッションでは、東林修平博士（分子

研）、廣戸聡博士（名古屋大学）、庄子良晃博士（東京工業大学）が登壇しました。東林博士

は酸性度によって開裂-再形成を制御できるヘリセン、廣戸博士は 300 度以上のねじれ角度

を持つポルフィリン 4 量体、庄子博士は C-B+-C 結合を持った初めてのホウ素カチオンと、そ

れぞれ話題を呼んだ研究成果について報告を行い、活発な議論が行われました。 

 

 午前中最後のセッションでは、韓国・梨花女子大学の Wonwoo Nam 教授が招待講演を行い

ました。同教授は、金属錯体による酸素分子活性化反応の第一人者であり、この分野におけ

る多数の成果を印象的に語られました。 

 

 午後最初のセッションでは、ノーステキサス大学の Francis D’Souza教授が招待講演を行い、

フラーレンやポルフィリン錯体などをベースにデザインされた化合物による、光化学的電荷分

離についての研究について述べられました。 

 

 続いては本領域の杉安和憲博士（物質・材料研究機構）、佐伯昭紀博士（大阪大学）、木口 

学博士（東京工業大学）が登壇しました。杉安博士はリビング重合する超分子ポリマーに関

する研究、佐伯博士はフラーレン誘導体をベースとした有機太陽電池研究の進展、木口博士

は積層π電子化合物を利用した単分子デバイスについて発表を行い、有益な議論が交わさ

れました。 

 

 シンポジウム最後を飾ったのは、ドイツの Dirk M. Guldi 教授（フリードリヒ・アレクサンダー大

学）による招待講演でした。教授は、各種ペンタセン誘導体における一重項分裂という現象に

ついて語り、その応用の可能性を示しました。 

 

 それぞれの分野をリードする研究者による招待講演と、本領域の若手を中心とした口頭発

表を並行して聞くことで、改めてπ電子化合物の研究の広がりを感じた一日となりました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

櫻井英博教授から開会の挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Guldi 教授の講演後のディスカッション 

 


